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57

58

29

59

60

33

8

14

61

32

62

63

64

65

66

67

46

56

49

68

28

16

69

70

71

72

73

1

C1

C2

C3

C4

C5

C6

C7

C8

C9

C10

C11

C12

C13

C21

C22

C23

C24

C26

C25

C14

C15

C16

C17

C18

C19

C20

A3

渡辺 真吾
木村 忠弘
野本 大輔
松井 雄馬
橋本 　純
井上 富士夫
鏡橋 晴孝
島田 正規
小松 現泰
山本 正和
酒井 麻央
別府 秀敏
平井 信和
萩元 直樹
白石 勝彦
矢澤 孝幸
川野辺 将志
鄭  慶  浩
長峰 啓介
中山 祐一
浜田 享祐
高木 星児
石川 知広
佐藤　 望
早瀬 貴志
長徳 友和
洪  炳  旭
柴田　 彰

主　な　戦　績ゼッケン
NO. 選　手　氏　名 所属道場

シニア男子・トゥル1段

「姜昇利」「船水健二」という二強時代が続いていたが、両者ともに今大会よ
り3段へエントリーしたため、優勝の行方はまったく予測できない。第2回世界ベ
テラン大会3位の「田部勝巳」、第17回全日本大会3位の「田中彰」と「沈徳
水」、関東大会を制した「金寛烈」など、実力者たちが新チャンピオン目指して
戦いに臨む。王座につくのは果たして誰だろうか。

シニア男子
トゥル2段

み ど こ ろ

男子３段は激戦必死だ。抜群の技のキレを魅せる「蘇秉秀」をはじめ、２段
の部で世界大会準優勝の「姜昇利」とアジア大会優勝の「船水健二」が今
年から３段の部に参戦する。誰と対戦しても気が抜けないこのクラスで、王者
「許智成」の貫禄あるトゥルは並み居る強豪を退けることができるのか！

シニア男子
トゥル3段

み ど こ ろ

昨年初優勝の「柴田彰」は小柄ながらもダイナミックな動作のトゥルで着実に
力をつけてきている。準優勝の「萩元直樹」も華麗な足技で巻き返しを図る。そ
こに、一昨年優勝の柴田と同門でもある「酒井麻央」が二年ぶりに復活参戦
する。1段のレベルも確実に上がってきている中で三者の三つ巴となるのか。

シニア男子
トゥル1段

み ど こ ろ

4段のトゥルともなると、その課題はまさしく至難の技でありテクニック、力強
さ、表現力、すべてが高度なレベルを要求される。優勝の最有力候補は2年
ぶりに復帰した「朴ソンファ」だろう。全日本大会史で数々の華麗な戦績を残
し、その実力は、国際舞台でも証明済みである。朴とともに「金成哲」、「佐
藤元」の演技にも注目したい。

シニア男子
トゥル4段

み ど こ ろ

P a t t e r n トゥル

2006年 第9回
関東大会1段の部準優勝

東京
東京農工大学

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

茨城
取手道場

2006年 第8回
近畿大会1段の部準優勝

東京
北千住クラブ

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

東京
荒川道場

京都
西陣クラブ

愛知
名古屋クラブ

大阪
大阪道場

東京
調布道場

京都
京都道場

富山
富山道場

茨城
取手道場

愛知
名古屋クラブ

東京
国分寺クラブ

埼玉
大宮道場

千葉
柏クラブ

茨城
取手道場

群馬
高崎道場

愛知
名古屋クラブ

北海道
札幌クラブ

群馬
高崎道場

東京
東京工科大学

広島
広島修道大学

神奈川
川崎道場

千葉
船橋クラブ

愛知
名古屋クラブ

富山
富山道場

群馬
高崎道場

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2006年 第13回
中四国大会1段の部優勝

2006年 第9回
関東大会1段の部第4位

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2006年 第2回
愛知県大会有段の部優勝

2005年 第16回
全日本大会1段の部優勝

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2006年 第6回
埼玉県大会1段の部準優勝

2006年 第17回
全日本大会1段の部準優勝

2006年 第8回
近畿大会1段の部優勝

決 

勝

決 

勝

決 

勝

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2006年 第9回
関東大会1段の部第3位

2006年 第13回
中四国大会1段の部準優勝

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2006年 第17回
全日本大会1段の部出場

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2006年 第2回
富山県大会有段の部優勝

2007年 第18回
全日本大会1段の部初出場

2006年 第17回
全日本大会1段の部優勝

茨城
取手道場
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74

75

50

76

51

77

78

23

79

25

80

9

20

81

15

39

54

82
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B1

B2

B3

B4

B6

B5

B7

B8

B9

B10

B11

B12

B13

B14

B15

B16

B17

B18

A5

田中　 彰
古川 直幸
山崎 俊和
中神　 透
梅田 達哉
李  祥  漢
金  和  主
伊藤 智徳
市川 裕英
田部 勝巳
金  寛  烈　
林　 勝人
坂本　 聡
高  進  裕
寺田 宗史
岩崎 寛志
大矢 英伸
吉田 一義
安藤 春香
沈  徳  水

主　な　戦　績ゼッケン
NO. 選　手　氏　名 所属道場

シニア男子・トゥル2段
2006年 第17回
全日本大会2段の部第3位

東京
中野道場

2006年 第17回
全日本大会2段の部出場

京都
京都道場

2006年 第17回
全日本大会2段の部出場

埼玉
大宮道場

2007年 第18回
全日本大会2段の部初出場

京都
京都道場

東京
荒川町屋クラブ

京都
京都道場

愛知
名古屋クラブ

群馬
高崎道場

東京
千歳烏山クラブ

神奈川
茅ヶ崎クラブ

東京
荒川道場

富山
富山道場

京都
京都道場

東京
北千住クラブ

宮崎
宮崎道場

神奈川
武蔵小杉クラブ

埼玉
大宮道場

東京
荒川町屋クラブ

茨城
取手道場

京都
京都道場

2006年 第9回
関東大会2段の部準優勝

2006年 第13回
中四国大会2段の部優勝

2006年 第17回
全日本大会2段の部出場

2005年 第16回
全日本大会2段の部出場

2006年 第17回
全日本大会2段の部ベスト8

2006年 第2回
世界ベテラン選手権大会 2段の部第3位

2006年 第9回
関東大会2段の部優勝

2007年 第18回
全日本大会2段の部初出場

2006年 第17回
全日本大会2段の部出場

2006年 第9回
関東大会2段の部第3位

2006年 第13回
中四国大会2段の部準優勝

2007年 第18回
全日本大会2段の部初出場

2006年 第3回
アジア選手権大会2段の部第3位

2006年 第17回
全日本大会2段の部出場

2006年 第17回
全日本大会2段の部出場

2006年 第17回
全日本大会2段の部第3位

36

48

22

30

6

26

53

41

A16

A17

A18

A19

A20

A21

A6

許  智  成
黄  大  勇
戸島 皇継
姜  昇  利
船水 健二
須賀 大輔
冨岡 雅人
蘇  秉  秀

主　な　戦　績ゼッケン
NO. 選　手　氏　名 所属道場

シニア男子・トゥル3段
2006年 第17回
全日本大会3段の部優勝

東京
荒川道場

2006年 第3回
アジア選手権大会3段の部出場

東京
府中道場

2005年 第8回
関東大会3段の部準優勝

茨城
取手道場

2005年 第14回
世界選手権大会2段の部準優勝

東京
足立興野クラブ

東京
荒川道場

兵庫
姫路クラブ

東京
荒川道場

東京
府中道場

2006年 第3回
アジア選手権大会3段の部優勝

2007年 第18回
全日本大会3段の部初出場

2006年 第17回
全日本大会3段の部出場

2006年 第17回
全日本大会3段の部準優勝

42

35

83

佐藤 　元
朴 ソンファ
金  成  哲

主　な　戦　績ゼッケン
NO. 選　手　氏　名 所属道場

シニア男子・トゥル4段
2005年 第14回
世界選手権大会4段の部出場

神奈川
橋本クラブ

2005年 第14回
世界選手権大会4段の部ベスト8

東京
池袋道場

2005年 第16回
全日本大会3段の部第3位

埼玉
川口クラブ

Cコート Aコート 午
後

午
前 Bコート Aコート 午

後
午
前

Aコート 午
後

午
前
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